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英
幽
は
嘉
慶
七
年
（
西
勝
一
八
○
二
年
）
及
び
嘉
慶
十
二
年
（
一
八
○
八
年
）
の
二
Ｍ
に
わ
だ
り
洩
門
（
嵩
。
８
。
）
を

〔
批
一
〕
．

占
領
せ
ん
『
こ
し
に
。
此
の
事
件
に
つ
い
て
は
嘗
て
矢
野
仁
一
博
士
が
「
近
代
支
那
外
幽
關
係
研
究
」
に
於
て
詳
諭
さ
れ
て

輯

ゐ
る
。
北
〈
の
後
の
新
し
き
妾
料
文
献
と
し
て
国
．
国
．
昌
○
風
①
〉
《
自
胃
ｏ
胃
○
国
。
』
の
の
ｏ
雨
号
＠
国
の
国
且
旨
。
。
ｇ
冒
昌

言
画
Ｑ
冒
胴
８
。
寓
目
葛
（
○
鴬
Ｃ
ａ
岳
呂
）
．
及
び
故
悔
博
物
院
細
卿
の
「
史
料
伽
刊
」
、
湘
洲
剛
政
府
發
打
の
「
浦
朝
食
鋒
」

粥
慶
年
川
の
英
剛
の
洩
門
占
価
に
つ
い
て
二
Ⅶ
七

五四三二一
、 、 、 弓

、

マ
カ
オ

嘉
慶
年
間
の
英
國
の
澳
門
占
領
に
つ
い
て

Ｌ
オ
』
一
一
ｍ

■
戸１十

八
仙
紀
末
、
英
剛
の
澳
門
占
擴
計
識

支
那
海
に
於
け
る
英
佛
の
交
戦

一
八
○
二
年
の
澳
門
占
領
計
譜
の
性
質

後
一

、

序

二司

ii巳

一
一
一
口

I

中

｜
【

江

健

三
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’

英
剛
人
の
支
那
蚊
初
の
渡
来
は
一
六
三
七
年
ウ
ェ
ッ
一
プ
ル
が
船
艦
凹
斐
を
率
ゐ
て
マ
カ
オ
沖
に
來
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

の
妨
害
。
中
傷
に
あ
ひ
、
更
に
支
那
の
要
韮
さ
砲
火
を
交
へ
庚
束
に
來
り
て
貿
易
を
弧
調
し
た
に
始
ま
っ
た
。
此
の
事
件

は
以
後
二
、
三
世
紀
に
わ
た
る
籏
束
、
マ
カ
オ
を
中
心
ざ
す
る
此
の
三
幽
人
の
關
係
を
暗
不
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
英
幽

の
澳
門
占
擴
計
護
も
廠
來
支
那
官
吏
の
通
商
に
對
す
る
無
理
解
さ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
マ
カ
オ
に
於
け
る
猫
占
排
他
的
特

椛
の
主
張
ざ
、
英
閏
人
の
俄
極
的
東
洋
通
商
發
展
力
の
こ
の
三
つ
の
要
因
の
和
因
り
洲
集
っ
て
生
じ
て
來
仁
も
の
で
あ
っ

此
の
躯
件
は
矢
野
岬
士
の
純
か
れ
る
如
く
マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
租
借
地
さ
し
て
の
地
位
を
よ
く
表
示
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
又
我
が
文
化
五
年
の
フ
ェ
ー
ト
ン
號
辨
件
ご
開
聯
し
て
見
ら
れ
る
如
く
術
時
の
英
剛
の
東
洋
に
於
け
る
政
錐
の
一

而
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
私
は
主
こ
し
て
前
記
の
モ
ー
ル
ス
の
「
東
印
度
商
御
支
那
貿
易
記
球
」
所
戟
の
盗
料
に
よ
り
英

阿
側
の
動
き
を
中
心
ざ
し
て
見
て
行
き
に
い
ざ
思
ふ
。
、

逃
同
携
嬢
十
七
章
、
満
代
鍍
ｆ
Ｚ
と
支
那
と
の
關
係
ｌ
腿
‐
リ
ー
那
件
噸
末
風
室
貴
ｌ
川
八
貢
）

珪
一
踵
崎
市
役
所
識
Ｆ
ｏ
媚
Ｏ
罵
言
勺
『
○
・
⑦
⑦
呂
眉
吻
○
帛
国
の
冒
骨
吻
曼
い
の
三
℃
や
言
①
年
。
冒
尚
こ
の
日
誌
に
つ
い
て
は
武
藤
睦

激
氏
若
「
日
英
交
通
史
之
研
究
」
に
紹
介
あ
り
。

粥
慶
年
川
の
英
叫
の
洩
門
占
机
に
つ
い
て

が
我
為
に
提
供
さ
れ
た
。
又
文
化
五
年
二
八
○
八
年
）
我
が
長
崎
使
入
の
英
船
フ

、

〔
碓
二
〕

厭
東
に
來
り
此
の
占
慨
那
件
に
開
與
し
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
そ
の
「
航
海
日
誌
」
も
一

「
叫
○

曲
げ

二
、
十
八
世
紀
末
、
英
國
の
澳
門
占
擦
計
薑

二
門
八

エ
ー
ト
ン
號
は
長
崎
を
去
っ
て
澳
門

の
批
亜
な
る
盗
料
さ
い
は
ね
ば
な
ら

、



『

に
。
英
幽
は
既
に
印
度
に
於
て
は
土
王
よ
、
り
賀
笏
港
の
割
讓
を
受
け
、
且
つ
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
よ
り
一
六
六
一
年
の
所
訓

「
英
術
結
婚
條
約
」
に
よ
り
ボ
ン
鶴
ヘ
イ
を
譲
り
受
け
だ
。
か
く
て
不
合
理
極
ま
る
脹
東
貿
易
の
改
善
を
印
度
同
様
な
る
港

の
割
誰
或
は
租
借
に
よ
り
解
決
せ
ん
ご
し
、
史
に
そ
の
港
さ
し
て
マ
カ
オ
が
着
眼
さ
れ
て
来
た
。

そ
の
記
録
直
し
て
蚊
初
に
現
は
れ
た
も
り
は
、
一
七
八
一
年
旗
束
に
於
け
る
英
剛
東
印
度
商
禽
の
播
理
人
等
３
号
の
Ｈ
‐

ｏ
胃
唱
３
）
の
カ
ウ
ン
シ
ル
８
．
匡
ョ
且
）
の
意
見
で
あ
る
。
彼
等
は
英
本
剛
の
商
御
の
理
事
稗
、
８
。
日
毎
烏
ロ
胃
。
８
厨
）

に
向
っ
て
マ
カ
オ
に
於
け
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
官
窓
の
彼
等
英
人
に
對
す
る
冷
遇
や
悪
意
を
評
へ
て
ゐ
る
が
、
Ｍ
様
に
印
度
總

督
に
向
っ
て
マ
カ
オ
に
於
け
る
彼
等
炎
人
の
地
位
を
改
善
す
る
如
き
塒
椛
を
印
度
の
、
コ
ア
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
總
将
よ
り
雌
ひ

取
る
様
に
提
議
し
て
ゐ
る
。

「
マ
カ
オ
は
リ
ス
ボ
ン
の
宮
廷
に
は
殆
ど
知
ら
れ
て
ゐ
ず
、
ゴ
ア
の
政
府
か
ら
は
無
税
さ
れ
現
在
で
は
無
粒
漢
の
巣
で

あ
る
。
支
那
か
ら
典
へ
ら
れ
て
ゐ
た
大
切
な
免
税
椎
も
失
ひ
近
縣
の
長
官
が
殆
で
政
論
の
蛮
椛
を
握
っ
て
ゐ
る
。
か
く

過
少
に
評
慨
さ
れ
た
る
場
所
は
多
分
リ
ス
ボ
ン
の
宮
廷
よ
り
容
易
に
雌
ひ
得
ら
る
ｋ
で
あ
ら
う
。
か
く
て
そ
の
長
所
を

充
分
發
展
さ
せ
る
邪
を
知
れ
る
布
鰯
な
る
剛
比
の
手
に
は
い
る
時
は
、
そ
れ
は
東
洋
に
於
け
る
如
何
な
る
港
さ
も
比
す

べ
か
ら
ざ
る
繁
榮
の
地
ご
な
る
で
あ
ら
う
。
」

モ
ー
ル
ス
は
之
を
評
し
て
豆
岸
．
厚
且
吻
冒
君
（
カ
ウ
ン
シ
ル
の
主
府
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
沈
香
港
の
蚊
初
の
暗
示
」
Ｅ

云
っ
て
ゐ
る
・
一
変
に
一
八
○
八
年
に
そ
の
計
整
が
完
全
に
失
敗
す
る
迄
峻
‐
企
て
ら
れ
、
史
に
．
八
川
二
年
に
呑
港
ご

〔
椛
三
〕

い
ふ
別
の
名
前
で
変
現
し
た
」
英
閏
の
野
望
の
先
駆
を
な
す
も
の
で
あ
っ
に
。
又
此
の
提
議
が
マ
カ
オ
ざ
リ
ス
ボ
ン
、
ゞ
．

粥
畷
年
間
の
英
剛
の
洩
川
門
械
に
つ
い
て
二
川
九

I

日
ノ
、

Ｕ
ｂ
，
帥

1



一

１

一

色

嘉
慶
年
川
の
英
叫
の
澳
川
占
領
に
つ
堅
！
｝
一
・
一
五
○

ァ
、
こ
の
州
係
、
及
び
支
那
官
吏
の
マ
カ
オ
に
於
け
る
行
政
樅
に
燗
れ
て
ゐ
る
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
，
前
者
に
於
て
は

ボ
ン
。
ヘ
ィ
の
先
例
が
Ⅲ
職
さ
れ
、
後
對
に
附
し
て
は
之
が
英
剛
の
か
上
る
計
識
遂
竹
の
上
に
検
に
は
る
並
大
な
る
障
褥
で

あ
っ
た
。

一
七
八
八
年
（
乾
降
五
十
二
年
）
カ
ヅ
ヵ
ー
ト
大
佐
（
胃
Ｉ
Ｃ
巳
．
９
号
８
具
）
が
支
那
に
派
遥
さ
る
聖
に
際
し
彼
は
英

國
政
府
に
豫
怖
的
建
議
案
を
川
し
た
が
、
そ
の
中
に
於
て
マ
カ
オ
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
よ
り
誰
受
す
る
郡
を
提
議
し
て
ゐ
る
。

彼
は
こ
の
建
議
案
作
成
に
際
し
、
二
七
八
一
年
よ
り
一
七
八
六
年
に
至
る
符
蛍
人
述
の
日
誌
を
粘
談
し
た
‐
」
を
述
べ
て

ゐ
る
か
ら
、
多
分
前
記
の
一
七
八
一
年
の
管
撰
人
の
建
議
案
を
も
見
た
事
、
と
忠
は
れ
る
。
彼
に
對
す
る
政
府
の
訓
令
に
よ

る
。
己
、
彼
は
貿
易
上
の
一
擴
軸
さ
し
て
一
地
鮎
を
英
剛
皇
帝
に
割
譲
せ
し
む
る
や
う
、
北
京
政
府
電
と
交
渉
す
る
事
を
命
・
ぜ

○
Ｏ

ら
れ
て
ゐ
る
。
更
ぽ
他
の
秘
密
文
書
に
於
て
は
、
か
上
る
地
軸
の
候
柿
新
ざ
し
て
マ
カ
オ
が
指
示
さ
れ
、
「
マ
カ
オ
を
ボ
ル

０
○
０
０
０
○
○
○
○

○
０
０
０
０
○
○
ｃ
○
Ｏ
Ｃ
０
０
○
○

〔
化
川
〕

ト
ガ
ル
よ
り
譲
り
受
く
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
は
必
、
ず
支
那
政
府
の
同
意
を
必
要
さ
す
る
。
」
ご
説
か
れ
て
ゐ
る
。

大
佐
は
航
海
の
途
中
病
死
し
一
七
九
二
年
マ
カ
ー
ト
’
－
１
伯
が
派
泄
さ
る
ｋ
事
苣
な
つ
だ
。
之
は
前
の
大
佐
の
使
命
を
全

く
同
じ
で
あ
り
訓
令
等
も
殆
さ
同
文
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
際
に
自
己
の
意
見
書
を
英
剛
政
府
に
提
出
し
た
が
、
自
ら
そ
の

使
命
の
，
一
と
し
て
、
「
支
那
の
大
陸
か
或
は
近
接
の
蹄
を
少
く
ざ
も
マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
岡
様
の
塒
椛
を
以
て
割

〔
挑
五
〕

典
さ
る
上
こ
さ
」
を
あ
げ
て
ゐ
る
。
英
國
さ
し
て
は
貿
易
港
さ
し
て
、
出
来
れ
ば
茶
の
産
地
に
近
い
厘
門
か
、
ざ
こ
か
の

〔
誰
六
〕

中
支
方
面
の
割
譲
を
希
望
し
て
ゐ
た
が
、
新
し
く
地
所
を
譲
り
垂
く
る
よ
り
も
、
以
前
か
ら
清
朝
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
對

し
て
租
借
を
許
容
し
て
ゐ
る
マ
カ
オ
な
ら
ば
、
比
較
的
容
易
に
英
剛
人
に
割
譲
す
る
事
に
Ⅲ
意
す
る
ご
老
へ
た
の
で
あ
ら

’ ’

1



ノ

L

芦
フ

Ｏ

此
等
二
度
に
わ
に
る
大
使
派
辿
の
訓
令
を
通
誠
す
る
時
、
我
盈
は
十
八
世
紀
末
に
如
何
に
英
國
束
印
度
商
称
が
そ
の
對

支
賀
易
の
改
良
發
展
に
努
力
し
、
從
っ
て
そ
の
蚊
善
の
方
迭
こ
し
て
到
易
上
の
一
樵
鮎
の
准
得
を
熱
望
し
て
ゐ
に
か
を
知

る
の
で
あ
る
。
こ
の
丁
度
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
派
遥
の
唖
に
徴
る
十
八
・
九
世
紀
の
交
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
霧
を
契
機
、
こ
し
て
行

は
れ
に
英
國
の
マ
カ
オ
占
恢
計
謹
は
英
國
の
Ⅲ
盟
國
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
及
び
英
剛
の
脹
東
貿
易
を
保
謎
す
る
鰯
め
さ

孵
し
て
ゐ
る
が
、
叉
他
面
そ
れ
、
こ
共
に
此
の
機
禽
を
利
肘
し
て
こ
の
多
年
の
懸
案
を
一
梁
に
解
決
せ
ん
ご
し
に
の
で
は
な

か
っ
た
か
。
一
八
○
二
年
の
マ
カ
オ
占
恢
計
謹
の
發
案
者
に
る
商
稗
の
理
事
街
も
数
年
前
行
は
れ
た
マ
ヵ
ー
ト
ニ
ー
の
使

〔
謎
七
〕

命
の
内
容
を
知
っ
て
一
望
Ｌ
ご
恩
は
れ
る
。
か
く
て
一
七
八
一
年
の
主
肺
播
伐
人
プ
ラ
ッ
ド
、
ン
ヨ
ー
よ
り
ヵ
零
ツ
ヵ
ー
ト
大
佐
、

マ
カ
ー
ト
’
－
１
伯
、
史
に
一
八
○
二
年
の
理
事
秤
、
一
八
○
・
ハ
年
の
主
脈
管
炎
人
ロ
、
ハ
ー
ト
、
己
此
の
計
飛
は
具
龍
的
に
受

マ
カ
ー
ト
’
－
１
伯
、
更
に
一
歌

け
繼
が
れ
發
展
し
て
行
っ
た
。

註
三

■
堂
・
ロ
Ⅱ
ｆ
Ｊ

Ｆ
０
ｊ
Ｉ
。
Ⅱ
申
ロ
争
ロ
Ｄ
Ｏ
士
■
Ｉ
ｌ

ｅ
凸
企
令
０
Ⅱ
４

挑
五

“
“
や
一
、

訓
ナ
誰
七

ご
鹿
〕
弓
．
里
餌
ぃ
目
ｌ
ぃ
烏

カ
ヅ
カ
ー
ト
大
佐
へ
の
訓
令
に
よ
る
（
昌
○
Ｈ
の
⑦
）
ザ
嵐
．
ロ
賦
巴

↓
、
カ
ー
ト
ニ
ー
の
沢
泄
の
旅
行
記
は
○
・
の
冒
巨
具
○
口
の
も
の
Ｑ
七
九
七
年
）
。
Ｐ
．
シ
口
烏
厨
○
目
の
も
の
Ｑ
七
九
五
年
〕

共
の
他
数
祁
あ
っ
て
、
ス
ト
ー
ト
ン
の
も
の
は
佛
沸
Ｑ
七
九
八
年
）
、
剛
雛
、
獅
課
、
伊
諜
等
が
あ
る
。
以
一
鯨
川
塒
欧
洲
に

於
て
如
何
に
耐
慨
さ
れ
て
ゐ
た
か
を
知
る
。
（
武
雄
蛙
淑
氏
」
日
英
交
通
史
之
研
究
」
一
九
九
瓦
参
照
）
↓
、
カ
ー
ト
’
－
１
派
泄

の
際
の
理
訓
會
と
、
一
八
○
年
噸
の
皿
邪
念
秘
密
命
と
は
そ
の
椛
成
典
に
州
し
て
は
そ
れ
を
誰
肌
す
る
養
料
が
不
処
し
て
ゐ
る

嘉
慶
年
川
の
英
剛
の
澳
川
占
祇
に
つ
い
て
一
天
一

辱
［
○
門
の
①
》
粋
ウ
ー
Ｑ
の
ぐ
○
昌
胃
閂
］
昌
〕

笥
丘
一
旦
》
℃
ロ
・
目
い
い
胃
、
。
』
、
『

⑦
、
．
①
④

Ｉ
Ｉ
Ｌ

1



｜
』

欧
洲
に
於
け
る
英
佛
の
交
戦
は
東
洋
に
波
及
し
、
英
、
佛
及
び
そ
の
各
糞
の
Ｍ
盟
剛
は
互
に
敵
の
植
民
地
を
催
略
し
或

は
通
商
に
妨
害
を
加
へ
た
。
今
我
変
は
少
し
く
そ
の
東
洋
海
上
支
那
貿
易
に
淵
す
る
も
の
に
つ
い
て
見
よ
う
。

一
七
九
三
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
私
掠
舳
（
目
畠
忌
日
）
が
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
於
て
英
閏
の
私
船
（
Ｃ
Ｏ
Ｅ
局
望
ｌ
“
臣
も
）
の

ポ
リ
ー
號
亀
○
辱
）
を
捕
へ
、
更
に
五
、
六
隻
の
フ
ラ
ン
ス
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
（
霞
晦
胃
①
）
が
ス
ン
ダ
海
峡
附
近
を
巡
航

し
て
ゐ
る
さ
の
報
知
が
籏
東
に
入
っ
て
ゐ
る
。
同
年
十
一
〃
四
日
に
は
フ
ラ
ン
ス
船
冒
国
昌
ｏ
は
マ
カ
オ
沖
に
於
て
英

剛
軍
艦
ラ
イ
オ
ン
號
に
迫
は
れ
て
マ
カ
オ
の
港
に
逃
げ
込
ん
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
敵
國
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
正
常
な
る
戦

利
品
ざ
し
て
之
を
捕
獲
し
た
。
船
の
所
有
主
の
型
『
○
口
の
訴
へ
に
よ
り
脹
東
の
支
那
官
吏
は
マ
カ
オ
に
出
張
し
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
に
交
渉
し
て
、
「
も
し
フ
ラ
ン
ス
船
琶
稗
放
し
な
け
れ
ば
今
迄
通
り
の
條
件
で
此
の
地
に
冊
ま
る
事
は
出
来
な
い
。
」

〔
誰
八
〕

雲
こ
脅
か
し
た
。
雌
初
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
拒
絶
し
て
ゐ
仁
が
結
局
そ
の
命
令
に
從
つ
仁
。
此
の
事
件
は
マ
カ
オ
に
對
す
る
支

那
の
行
政
的
或
は
政
治
的
支
乢
力
を
示
す
も
の
ど
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
叉
支
那
の
交
戦
閏
に
對
す
る
此
の
「
天
朝

一
覗
同
仁
」
の
態
度
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
零
、
或
は
そ
の
後
の
英
米
戦
争
（
一
八
一
叫
年
の
ド
ー
リ
ス
號
詣
件
）
を
迦
じ
て

の
一
貫
し
た
方
針
で
あ
っ
た
。

一
七
九
六
年
頃
に
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
和
蘭
ざ
ス
。
へ
イ
ン
を
併
合
し
、
矯
め
に
英
剛
の
支
那
貿
易
は
ス
。
へ
イ
ン
領
マ
’
一
ラ

滞
慶
年
間
の
一
英
叫
の
洩
門
占
価
に
つ
い
て

が
大
雄
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
と
忠
は
れ
る
。

三
、
支
那
海
に
払
け
る
英
佛
の
交
戦

可
‐
１
岨
１
１

二二

五

二罠



ざ
、
オ
ラ
ン
ダ
領
ジ
ャ
ヴ
ア
地
方
及
び
フ
ラ
ン
ス
の
感
化
弧
曹
安
南
地
方
よ
・
り
脅
か
さ
る
土
鍋
ご
な
っ
た
。
故
に
英
國

東
印
度
商
命
肌
は
そ
の
商
船
（
旨
旦
旨
目
目
）
を
弧
力
に
武
装
す
る
ご
共
に
、
商
船
隊
に
は
誰
貨
兵
船
（
ｏ
ｏ
ｐ
ぐ
。
］
）
を
添
へ
、

或
は
航
路
の
鍵
史
を
な
す
等
の
對
策
を
誰
じ
て
ゐ
に
。
一
七
九
九
年
の
一
川
末
に
庇
東
よ
り
ロ
ン
ド
ン
向
の
師
航
の
商
船

十
一
艘
の
一
隊
は
、
軍
艦
三
斐
の
継
術
の
下
に
庇
東
下
流
の
、
、
８
且
国
胃
に
於
て
、
ス
・
へ
イ
ン
の
軍
艦
（
旨
。
１
．
浦
Ｉ

冨
筐
①
）
一
隻
亡
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
一
隻
及
び
フ
ラ
ン
ス
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
二
隻
よ
り
成
る
艦
隊
に
辿
遇
し
た
。
脹
東
の
商
命
岬

の
管
貨
人
の
セ
レ
ク
ト
・
コ
ミ
ッ
テ
イ
（
ｍ
骨
・
鈴
○
○
日
目
茸
⑦
。
）
は
英
艦
隊
に
戦
術
を
〈
叩
す
る
と
共
に
、
直
ち
に
磁
束
の

海
關
監
督
（
国
。
弓
。
）
に
通
牒
し
て
支
那
官
憲
が
こ
の
港
の
中
立
ど
守
護
す
る
鯛
め
の
手
段
を
熊
ぜ
ん
事
琶
要
求
し
仁
。

国
。
層
○
は
自
ら
總
将
の
所
に
行
き
、
總
将
は
五
百
の
兵
笹
黄
耶
（
国
。
唱
。
）
の
々
他
《
卿
に
派
泄
せ
し
ゅ
に
。
英
佛
叩
艦
隊
の

〔
推
九
〕

間
に
は
簡
単
な
砲
火
の
交
換
が
行
は
れ
に
が
こ
千
一
Ｈ
に
至
り
佛
凹
聯
合
艦
隊
は
引
上
げ
に
。
此
の
那
件
に
見
ら
れ
る
管

貨
人
の
態
度
は
一
八
○
一
犀
に
マ
カ
オ
に
開
し
て
も
そ
の
中
立
性
を
保
識
す
る
爲
め
に
は
、
支
那
官
恋
の
扱
助
に
よ
り
、

〔
桃
一
○
〕

或
は
之
さ
協
力
す
る
迩
得
策
ざ
し
た
の
で
あ
っ
た
。

此
の
事
件
は
前
の
冒
国
画
く
厨
の
覗
件
さ
共
に
、
マ
カ
オ
の
政
治
的
地
位
及
び
支
那
官
悲
の
態
度
に
つ
き
柑
時
の
英
剛

の
符
蛍
人
等
に
一
の
教
訓
趙
與
へ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
又
支
那
育
吏
の
干
捗
、
活
動
は
自
發
的
で
な
く
佛
或
は
英
苣
云
ふ

被
審
者
或
は
關
係
閏
の
要
諦
に
唯
じ
て
姑
め
て
發
動
し
て
ゐ
る
鞭
は
、
脳
雅
英
國
の
衝
蛍
人
に
對
し
て
或
る
極
の
示
唆

〔
池
一
一
〕

を
典
へ
化
も
の
で
あ
つ
に
。

雷I二
川4.

-●

ノ叉 １
１
Ｉ

旨
○
『
、
①
〕
夢
匡
》
己
．
陰
蝉
厘
ｇ
口
晦
の
蔚
号
〕
国
厨
８
国
８
目
印
宍
①
甘
〕
胃
○
局
吾
⑦
勺
○
局
目
咽
ロ
①
ｍ
①
、
①
臣
③
日
⑦
具
旨
の
ご
ロ
韓
〕
］
Ｕ
・
巴

嘉
慶
年
川
の
英
閥
の
澳
門
占
仙
に
つ
い
て
二
五
一
二

I

』



I

斑
慶
年
川
の
英
脚
の
澳
門
占
価
に
つ
い
て
二
五
川

英
叫
躯
艦
ラ
イ
オ
ン
雛
は
英
剛
の
支
那
汲
辿
大
使
マ
カ
ト
ニ
ー
伯
の
乗
艦
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
入
船
ラ
。
フ
ラ
ヴ
イ
雛
に
は
こ
の

後
マ
カ
オ
よ
り
安
而
に
入
っ
て
柵
雌
し
た
当
の
自
‐
唇
目
黒
の
。
冨
一
胃
の
画
巨
が
乗
っ
て
ゐ
た
。
（
国
．
。
。
ａ
回
ゞ
冒
壁
§
ぬ
。
”

・
口
》
ず
』
の
庁
○
〕
Ｈ
①
①
命
旦
①
ぬ
い
○
媚
吋
鈍
己
辱
笥
①
○
吋
芦
①
口
庁
画
］
⑦
の
》
討
○
員
〕
胃
月
胃
も
“
い
一
い
）
Ｕ

又
、
バ
タ
ピ
ャ
よ
り
の
急
報
に
よ
り
エ
ン
蕊
海
峡
附
近
を
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
が
巡
川
し
て
ゐ
る
郡
を
知
る
や
、
ラ
イ
オ
ン
雛
は
商

船
隊
保
洪
の
鯛
め
發
航
を
お
く
ら
し
て
商
含
の
士
二
隻
の
旨
且
国
ｇ
ｏ
目
そ
の
他
を
匙
錘
し
て
↓
、
カ
オ
よ
り
画
ン
ド
ン
に
向
っ

た
。
（
冒
○
易
①
》
夢
匡
．
己
．
い
巨
迦
Ｑ
・
ｍ
ｓ
ｐ
弓
８
国
↓
シ
ロ
レ
ロ
夢
①
口
珪
。
シ
Ｃ
ｏ
ｏ
屋
号
○
完
シ
ロ
向
日
富
の
豊
管
で
己
．
＄
い
増
も
四
・
）

又
シ
，
握
口
Ｑ
①
勗
○
Ｐ
渥
ｚ
冑
国
営
ぐ
の
Ｏ
『
夢
①
国
凰
計
璽
〕
同
日
ケ
ロ
閉
冒
８
○
霞
ご
Ｐ
シ
己
も
⑦
ご
ユ
買
（
詞
①
冒
胃
一
【
の
○
口
国
○
胃
旦

①

崖
の
冒
旦
⑦
い
ご
》
切
望
〕
ざ
号
⑦
巨
○
巳
軍
に
は
次
の
如
き
把
錐
が
あ
る
。

．
ご
Ｂ
〕
ｚ
ｏ
ぐ
①
日
ウ
①
門
』
切
鼻
貝
烏
］
い
）
弓
．
旨
．
シ
庁
心
胃
『
辱
＆
ぬ
、
宮
己
津
●
○
日
島
⑦
Ｚ
．
ｚ
・
同
．
ダ
、
三
目
匙
］
⑦
尋
且
甸
』
●
⑦
ロ
①
彦

Ｃ
Ｏ
］
Ｏ
胃
の
》
の
①
昌
芽
の
ご
Ｏ
鼻
印
Ｐ
津
胃
毒
①
『
〕
・
・
・
・
・
◆
卸
⑦
旦
四
の
］
〕
○
《
８
耳
冒
蚫
一
〕
９
８
．
少
時
ひ
鼻
①
Ｈ
ロ
ロ
日
８
星
］
①
弓
》
６
①
吋
〉

．
．
・
・
・
・
胃
幻
夢
①
ず
○
鼻
の
制
目
目
且
．
衿
．
旨
．
Ｐ
庁
い
め
の
貝
ｐ
ｐ
ｏ
罰
８
『
８
旨
、
８
○
．

モ
ー
ル
ス
は
川
日
に
な
っ
て
ゐ
る
が
、
此
の
二
日
の
記
郡
は
多
分
ラ
・
フ
ラ
ヴ
ィ
號
の
郡
件
と
恩
は
れ
る
。
術
、
北
術
を
マ
カ

オ
に
上
陸
さ
し
た
の
は
、
多
分
、
此
の
職
利
ｎ
Ｍ
に
開
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
交
渉
し
た
も
の
と
、
心
は
れ
．
る
。

誰
九
昌
○
厨
の
》
夢
匡
〕
も
ロ
豊
Ｃ
）
闇
○
．

註
一
○
一
八
○
二
一
年
一
月
二
十
七
日
の
セ
レ
ク
ト
・
コ
ミ
ッ
テ
イ
の
協
談
錐
に
よ
る
。
（
旨
ｇ
・
の
①
』
琴
丘
》
己
、
会
い
）
。
モ
ー
ル
ス
の

同
番
に
よ
る
と
一
七
九
九
年
の
セ
レ
ク
ト
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
は
吋
唯
初
は
園
。
言
ａ
国
昌
一
〕
（
淳
⑦
の
丘
⑦
具
）
．
の
鼬
日
口
座
、
２
３
管

甸
日
目
。
］
の
弓
巨
目
］
］
で
、
後
一
八
○
○
年
二
一
月
六
日
よ
り
］
画
日
①
の
ｂ
『
ロ
ョ
目
○
コ
且
⑦
①
。
掲
①
⑮
冒
１
畠
の
が
加
は
っ
た
。
一
八

○
二
年
は
詞
．
国
昌
が
一
Ⅱ
十
八
日
蹄
則
し
］
・
ロ
目
冒
ｇ
Ｏ
ｐ
ｇ
（
、
『
＄
匙
①
具
）
》
の
．
勺
ｇ
ｏ
言
〕
①
、
の
冨
廷
向
⑦
の
の
琴
一
人
で
細

恥
さ
れ
、
一
八
○
三
年
に
は
前
年
の
二
一
人
に
節
二
肺
と
し
て
ｂ
画
く
丘
伊
画
巨
己
８
が
加
ば
り
川
人
で
あ
っ
た
。
シ
、
”
○
ヶ
⑦
烏

夢
箆
》
石
、
い
＄
》
に
よ
る
と
「
マ
ヵ
ー
ト
’
－
１
は
↓
、
カ
オ
雅
紅
中
、
束
印
商
含
の
特
寅
人
の
一
人
ド
ラ
モ
ン
ド
氏
の
邸
雀
に
勝
っ

た
。
」
と
あ
り
、
モ
ー
ル
ス
の
同
北
吟
の
一
七
九
二
年
の
攻
（
一
九
七
画
）
に
ド
ラ
モ
ン
ド
と
ス
パ
ー
ク
ス
の
名
が
兄
へ
る
。
故

に
此
の
二
人
は
前
記
の
一
七
九
三
年
及
び
一
七
九
九
年
の
剛
那
件
を
兄
剛
し
た
と
恩
は
れ
る
。
ピ
ー
チ
は
一
七
九
九
年
の
邪
件

ｇ

に
は
コ
ミ
ッ
テ
ィ
の
節
二
席
と
し
て
参
典
し
た
。 1

－



、

か
く
東
洋
の
海
上
に
於
て
英
佛
の
手
ひ
が
行
は
れ
て
ゐ
た
が
、
一
七
九
八
年
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
挨
及
速
征
は
東
印
度
禰

杜
及
び
印
度
政
臓
に
甚
大
な
る
刺
戦
を
典
へ
た
．
さ
れ
ば
印
度
細
将
の
昌
胃
名
働
の
切
言
農
２
２
は
ボ
ン
雲
ヘ
ィ
港
保
稚
の

爲
め
、
？
コ
ア
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
杣
民
地
を
英
幽
兵
で
保
継
す
る
の
必
要
を
感
じ
、
。
コ
ア
い
總
播
即
自
凰
切
８
シ
コ
８
貝
。
号

ぐ
倫
信
９
胃
昌
ざ
の
間
に
協
約
が
成
立
し
、
一
七
九
九
年
九
川
七
ｕ
に
千
両
名
よ
り
成
る
一
軍
Ｍ
が
駐
屯
す
る
邪
琶
な
つ

「
化
一
二
〕
・

に
。
之
は
一
八
一
五
年
迄
繼
練
し
た
。
ボ
ン
尋
ヘ
イ
さ
。
コ
ア
《
こ
の
位
世
的
關
係
は
叉
旋
來
ご
マ
カ
オ
、
こ
の
そ
れ
で
あ
る
。
又

マ
カ
オ
は
糟
時
季
コ
ア
の
總
将
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
此
の
時
か
ら
英
剛
人
の
川
に
は
マ
カ
オ
も
今
コ
ア
、
こ
岡
様
に
英
兵
で
保

識
占
領
す
る
事
を
老
胆
し
て
ゐ
た
に
述
ひ
な
い
。

〔
化
一
三
〕

一
八
○
一
年
賦
洲
に
於
て
佛
琿
が
ス
。
へ
イ
ン
蛎
塞
こ
聯
合
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
催
入
す
る
や
、
東
印
度
商
・
御
の
理
事
術
は

佛
艦
隊
が
英
國
及
び
そ
の
刷
照
剛
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
恢
地
を
攻
雌
す
る
鯛
め
印
度
洋
に
進
川
す
る
恐
れ
あ
り
雫
己
老
へ
、
マ
ヵ

〔
悲
一
川
〕

オ
保
悲
の
爲
め
一
軍
を
派
辿
ず
る
羽
に
決
定
し
た
。

庇
來
の
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
コ
ミ
ッ
テ
イ
（
此
の
年
は
セ
レ
ク
ト
。
コ
ミ
ヅ
｜
ア
イ
。
こ
Ⅲ
じ
三
人
の
僻
旋
人
で
細
織
さ
る
）

は
、
英
本
幽
の
理
覗
禽
の
秘
密
称
（
砕
日
③
計
○
○
冒
日
胃
①
①
）
の
訓
令
二
八
○
一
年
八
吋
川
Ⅱ
附
）
を
一
八
○
．
二
年
一
川

溌
慶
年
川
の
英
川
の
澳
川
占
械
に
つ
い
て
二
流
〃

誰
二
咽
の
．
目
．
鱒
目
ｐ
８
ｐ
も
一
八
二
一
正
‐
若
の
「
支
那
鉦
易
諭
」
に
於
て
同
様
な
槻
察
を
な
し
て
ゐ
る
。
ｅ
皇
の
８
房
目
①
○
口
唾

ｚ
○
回
８
の
Ｈ
⑦
旨
罫
員
８
○
匡
口
画
〉
ロ
茜
己

四
、
一
八
○
二
年
の
澳
門
占
領
計
書
の
性
質

Ｊ
１

I
●

戸司



’

嘉
慶
年
川
の
英
叫
の
洩
門
占
抓
に
つ
い
て
二
泥
六

二
十
二
川
に
受
取
り
、
始
め
て
そ
の
計
飛
を
知
っ
た
。
故
に
此
の
汁
誰
の
渡
案
群
は
廠
東
の
符
浪
人
で
な
く
、
英
本
叫
の

〔
汰
一
圧
〕

理
事
命
或
は
印
度
總
将
の
方
面
で
あ
る
。
之
は
後
の
一
八
○
八
年
の
誹
謹
さ
著
し
苔
對
照
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
一
八

○
二
年
の
セ
レ
ク
ト
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
は
百
日
。
の
ロ
２
９
９
Ｃ
ａ
が
主
脈
で
静
日
匡
巳
扉
画
呂
、
こ
の
⑦
○
侭
①
響
閏
宵
切
の
三

人
の
管
蛍
人
で
組
織
さ
れ
て
ゐ
た
。
彼
等
は
本
剛
の
訓
令
を
受
取
っ
た
糊
Ｈ
、
世
ち
に
こ
の
訓
令
に
對
す
る
協
議
録
を
作

っ
た
。
こ
の
協
談
鋒
は
訓
令
中
に
示
さ
れ
た
る
派
泄
車
の
到
蒲
を
近
Ⅱ
に
期
待
し
つ
Ａ
、
彼
等
の
此
の
計
挑
に
封
す
る
態

度
を
協
議
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
故
に
之
は
此
の
年
の
セ
レ
ク
ト
・
コ
ミ
ッ
テ
イ
の
理
事
称
Ｕ
計
識
に
對
す
る
意
見
を
蚊

も
詳
細
に
示
す
も
の
で
あ
る
ご
共
に
、
一
八
○
八
年
の
英
國
の
マ
カ
オ
占
擴
に
就
て
も
、
そ
の
適
否
．
善
悪
を
批
判
す
る

に
蚊
も
適
切
穂
樹
な
る
意
見
ざ
《
し
て
参
照
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
皿
つ
此
の
計
誰
の
發
案
耗
は
英
本
団
の
理
事
愈
で
あ
る
が

●

派
造
軍
の
支
那
到
蒲
後
の
進
退
行
動
を
指
導
し
た
も
の
は
、
主
ご
し
て
臓
來
の
セ
レ
ク
ト
・
コ
ミ
ッ
テ
イ
で
あ
っ
た
事
を

老
へ
る
時
、
此
の
協
議
録
の
意
兄
は
史
に
重
要
な
意
味
を
有
す
る
。
又
、
一
八
○
二
年
（
嘉
陛
七
年
）
の
計
飛
の
發
案
者

〔
縦
一
六
〕

で
あ
る
理
事
念
秘
密
向
よ
り
肢
束
の
コ
ミ
ッ
テ
ィ
宛
の
前
記
八
川
仙
Ⅱ
附
の
訓
令
、
及
び
同
含
よ
り
印
度
細
将
宛
の
通
牒

は
そ
の
計
謹
の
目
的
及
び
性
質
を
知
る
上
に
蚊
も
大
切
な
も
の
で
あ
る
が
、
モ
ー
ル
ス
の
「
束
印
度
商
御
支
那
武
易
記

録
」
に
は
記
載
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
然
し
こ
の
協
議
録
は
こ
の
理
事
稗
の
訓
令
に
基
い
て
そ
れ
に
附
し
て
述
べ
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
協
議
鋒
を
通
じ
て
訓
令
の
内
容
從
っ
て
計
謀
の
Ⅲ
的
、
性
礎
の
一
面
を
推
察
す
る
事
が
川
来
る
。

今
こ
の
協
議
鋒
に
よ
る
ご
妓
初
に
此
の
計
謡
に
つ
い
て
の
支
那
側
の
邪
推
及
び
紛
争
を
種
觜
の
方
面
よ
り
論
じ
て
ゐ
る

が
、
其
の
他
の
要
黙
を
以
下
に
あ
げ
る
事
と
す
る
。
（
恭
號
は
筆
蒋
の
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
）

「

’

’

も

＝L



1

１
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
マ

後
者
の
場
合
の
理
覗
命
に
よ
つ

巾
に
詳
述
し
て
あ
る
も
の
、
巳
犬

2で
マ
カ
オ
の
讓
與
を
願
ひ
、

３
「
我
だ
の
大
船
を
收
容
す
る
事
が
川
來
、
外
因
の
攻
盤
に
抵
抗
す
る
に
充
分
な
防
備
の
あ
る
港
を
持
っ
て
ゐ
て
、
且
つ

我
糞
に
加
推
し
、
彼
等
自
身
の
政
府
に
反
抗
す
る
危
険
を
冒
し
て
彼
等
の
商
舳
を
貿
易
の
爲
め
持
っ
て
來
る
支
那
人
を

０
○
○
０
０
Ｏ
○
Ｏ

保
融
す
る
事
の
出
來
る
様
な
一
地
域
、
或
は
島
が
、
自
由
猟
立
的
に
割
與
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
理
事
秘
密
称
が
心
に

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
。
〔
誰
一
八
〕

描
い
て
ゐ
る
目
的
（
吾
の
⑦
且
忌
①
国
。
ロ
．
匡
。
卿
。
Ｈ
鼻
９
日
目
言
。
の
富
ご
ｏ
甘
く
目
ご
）
に
答
へ
る
で
あ
ら
う
。
然
し
マ

嘉
慶
年
間
の
英
叫
の
澳
門
占
械
に
つ
い
て
二
五
七

事
は
支
那
側
琶
の
紛
争
に
捲

○
Ｏ
○
Ｏ

察
を
史
に
進
め
て
理
郡
秘
密

り
商
會
さ
國
家
の
利
益
に
同

ぱ
マ
カ
オ
は
支
那
人
或
は
幟

我
凌
は
こ
の
脚
凶
に
よ
っ
て

だ
け
の
港
の
設
備
を
有
し
な ０

０
○
○
○
○
０
０
０
０
○
○
○

て
、
こ
れ
に
反
す
る
如
き
他
の
閲
に
此
の
地
が
移
譲
さ
れ
る
事
を
支
那
は
許
さ
な
い
で
あ
ら
う
。
」

「
我
糞
は
現
在
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
享
有
す
る
ざ
同
様
な
る
卑
屈
な
る
條
件
で
マ
カ
オ
か
或
は
他
の
杣
氏
地
を
所
有
す
る

1

カ
オ
に
居
住
を
許

更
に
川
來
れ
ぱ
成
↓

洲
人
の
攻
撃
を
退
け
う
る
防
禦
的
地
位
に
あ
る
事
は
川
来
る
が
、
我
廷
の
船
を
收
容
す
る

０
０
０
０
０
０
０
０
Ｏ

倉
に
よ
っ
て
記
さ
れ
に
如
謹
』
マ
カ
オ
の
猫
立
的
識
與
が
得
ら
れ
た
さ
想
像
し
て
も
、
矢
張

磯
同
様
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。

、
炎
本
剛
に
於
て
は
マ
カ
オ
の
占
領
に
よ
っ
て
少
な
く
さ
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
ざ
同
様
な
條
件

０
０
○
○
０
０
Ｏ
Ｏ

さ
込
ま
れ
る
恐
れ
あ
．
り
琶
云
ふ
理
事
秘
密
・
密
の
意
見
に
全
く
同
意
す
る
。
然
し
我
食
の
槻

て
記
さ
れ
た
ご
い
ふ
條
件
も
、
多
分
カ
ヅ
ヵ
ー
ト
大
佐
及
び
マ
ヵ
ー
ト
’
－
１
伯
の
訓
令
の

い
・
ｌ
從
っ
て
貿
易
は
今
迄
通
り
庇
束
に
て
行
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」

じ
危
嶮
軽
結
果
を
來
ら
す
さ
云
ふ
、
我
だ
の
意
兄
を
宣
言
す
る
に
蹄
蹄
し
い
。
何
二
こ
な
れ

さ
れ
て
ゐ
る
の
は
彼
等
が
全
く
從
順
に
支
那
に
服
從
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
つ

ｏ
可
く
そ
の
渦
立
的
謹
與
を
希
望
し
て
ゐ
た
事
を
察
す
る
事
が
出
來
る
。

『



Ｉ
一

⑥

張
慶
年
間
の
英
脚
の
澳
門
占
価
に
つ
い
て
二
五
八

カ
オ
の
如
嘗
植
雌
地
憾
蛮
に
正
反
對
の
傾
回
鞍
有
す
る
、
直
川
豊
。
ｌ
我
蕊
ば
印
度
總
将
に
て
も
或
砿
英
本
鬮
政
府
に

て
も
、
支
那
政
府
に
悩
怨
を
生
せ
し
め
、
既
に
英
幽
災
の
落
蒜
か
な
い
策
略
好
き
な
莱
質
に
開
し
て
、
彼
等
の
抱
い
て

ゐ
る
。
ご
恩
は
れ
る
而
白
が
ら
ぬ
感
怖
を
一
府
弧
刷
に
す
る
如
き
手
段
を
毒
こ
る
躯
に
熱
心
に
反
對
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」

側
に
論
ぜ
ら
れ
る
條
件
を
完
全
に
充
た
す
理
想
的
品
、
こ
し
て
英
剛
は
後
に
寄
港
を
符
に
。
理
事
称
は
此
の
時
マ
カ
オ
に

呑
港
山
如
善
も
の
を
期
待
し
て
ゐ
に
の
で
あ
ら
う
。
②
側
に
於
て
マ
カ
オ
の
貿
易
港
直
し
て
の
個
仙
を
論
じ
て
ゐ
る
の
を

見
る
ご
苔
、
英
國
は
マ
カ
オ
に
於
て
貿
易
上
の
一
搬
鮎
を
築
か
ん
さ
し
て
ゐ
た
事
が
う
か
が
は
れ
る
で
あ
ら
う
。

４
「
我
凌
が
優
勢
な
支
配
的
海
軍
を
有
す
る
剛
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
如
何
な
る
計
霊
を
も
打
破
す
る
事
が
出
来
る
。
た
Ｅ
へ

マ
カ
オ
が
フ
ラ
ン
ス
に
ご
」
ら
れ
迄
こ
し
て
も
支
那
が
そ
り
ど
承
認
す
る
ざ
は
思
は
れ
な
い
。
か
く
な
れ
ば
、
支
那
は
凡

て
の
生
活
必
需
品
の
補
給
を
中
止
し
、
外
剛
よ
り
得
ら
る
上
も
の
は
我
が
英
海
軍
が
容
易
に
遮
断
し
得
る
。
」

５
「
我
凌
自
身
の
感
怖
は
犬
英
帝
叫
の
正
義
ご
中
脈
を
信
ず
ｏ
に
拘
ら
・
ず
マ
カ
オ
に
軍
隊
が
派
遥
さ
れ
た
る
時
は
、
支
那

〆

人
に
我
堂
の
意
剛
の
純
潔
を
得
心
さ
せ
る
に
は
、
幾
多
の
困
難
が
横
に
は
っ
て
ゐ
る
さ
云
ふ
事
は
理
事
秘
特
称
を
驚
駁

せ
し
む
ろ
で
あ
ら
う
。
か
比
る
邪
怖
で
あ
り
、
且
つ
理
事
秘
辮
御
の
通
知
に
よ
っ
て
は
フ
ラ
ン
ス
が
か
比
ろ
迩
陥
で
近

來
殆
ざ
交
際
の
な
い
國
民
を
攻
雌
す
る
明
確
な
意
剛
を
布
す
る
か
．
ざ
う
か
疑
問
で
あ
る
か
ら
、
我
等
に
悪
意
あ
る
敵
に

利
川
さ
れ
る
恐
れ
あ
る
交
渉
は
開
始
し
て
は
い
け
な
い
琶
思
ふ
・
」

此
の
後
、
派
遥
軍
到
清
の
際
、
コ
ミ
ッ
テ
イ
の
受
取
つ
仁
印
度
總
将
よ
り
の
訓
令
よ
り
考
へ
て
本
幽
理
事
称
の
蚊
初
の

訓
令
に
も
、
脹
東
の
コ
ミ
ッ
テ
イ
に
支
那
或
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
ざ
の
豫
術
的
交
捗
を
命
じ
て
ゐ
に
琶
思
は
れ
る
。
然
し
庇
東

１
１
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唾

嘉
座
年
川
の
英
叫
の
澳
門
占
械
に
つ
い
て
、
二
六
○

妙
な
開
係
は
僻
に
注
意
を
要
す
る
・
巡
巡
軍
の
猯
抑
官
は
支
那
政
府
ざ
の
紛
手
を
川
來
ろ
だ
け
避
け
、
Ⅱ
つ
『
で
の
筋
め

に
商
秤
の
、
王
啼
管
伐
人
電
乙
常
に
連
絡
を
保
ち
必
ず
そ
の
岡
意
、
協
力
に
よ
っ
て
動
く
二
ざ
・
」

附
畔
ウ
エ
ー
ス
レ
ー
の
印
度
經
誉
が
政
治
的
軍
事
的
に
發
展
す
る
に
つ
れ
そ
の
財
政
的
負
捨
を
増
加
し
て
ゐ
る
際
．
商

称
の
收
人
に
さ
っ
て
支
那
武
易
は
蚊
も
亜
要
で
あ
り
、
そ
の
矯
め
理
事
御
は
特
に
支
那
Ｅ
の
政
治
的
紛
手
を
極
力
避
け
ん

マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
ざ
は
ざ
も
か
く
、
支
那
人
ざ
の
武
力
抗
乎
に
訴
へ
支
那
貿
易
を
一
時
犠
牲
に
し
て
も
遂
行
し

や
う
さ
し
た
の
で
は
な
く
、
支
那
側
の
抵
抗
が
小
さ
く
或
は
黙
許
さ
れ
る
の
を
期
待
し
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
か
。
他
面
か

ら
老
へ
る
ご
現
地
の
智
笈
人
よ
り
も
英
本
國
の
理
事
御
の
方
が
却
２
Ｌ
大
脂
な
計
誰
ど
立
て
得
る
壷
こ
も
云
へ
る
。
蛮
際
、

理
邪
梅
は
マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
植
民
地
ざ
し
て
支
那
ざ
の
複
雑
な
《
や
政
流
的
開
係
に
孵
別
の
注
意
を
川
へ
て
ゐ
る
が
、
《

支
那
人
自
身
が
老
へ
て
ゐ
る
如
く
、
マ
カ
オ
は
完
全
な
る
中
國
の
領
地
で
あ
り
、
そ
の
防
禦
も
全
く
支
那
の
兵
力
に
よ
る

べ
き
で
あ
る
、
琶
云
ふ
事
は
こ
の
一
八
○
二
年
の
經
駒
殊
に
一
八
○
八
年
の
事
件
に
よ
っ
て
始
め
て
中
外
に
認
識
さ
れ
に

〔
縦
一
八
〕

も
の
で
あ
っ
た
。

か
く
て
理
事
緬
叩
の
計
謹
に
は
前
述
の
十
八
世
紀
末
の
英
団
の
マ
カ
オ
占
擴
計
誰
よ
り
歴
史
的
に
老
へ
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

本
國
は
殆
ざ
壊
滅
せ
ん
言
こ
し
、
、
コ
ア
は
英
躯
の
支
配
下
に
あ
る
時
に
、
軍
に
好
意
的
な
る
マ
カ
オ
の
援
護
の
み
で
は
な
く

磁
束
の
コ
ミ
ッ
テ
イ
を
し
て
協
議
鋒
の
②
側
に
於
て
論
す
る
茜
必
要
さ
せ
し
む
る
如
書
意
剛
が
裏
面
に
減
さ
れ
て
ゐ
だ
事

は
否
ま
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
フ
ラ
ン
ス
の
攻
躍
に
對
す
る
マ
カ
オ
の
保
謹
が
主
要
な
る
目
的
で
あ
つ
れ
さ
し
て
・
も
、
之
を

毛
こ
し
て
ゐ
た
。

Ｌ
■
■
ｆ
ｌ
Ｂ
Ｆ
ｒ



平
行
し
て
或
は
随
伴
し
て
、

は
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

臓
洲
の
平
和
が
恢
復
す
る
や
英
國
は
華
コ
ア
ご
マ
デ
ー
ラ
島
を
返
遼
し
た
が
、
英
國
の
對
支
貿
易
に
さ
っ
て
飛
要
な
慨
値

を
有
す
る
と
老
へ
ら
れ
た
マ
カ
オ
を
刷
様
に
返
還
す
る
豫
定
で
占
領
せ
ん
さ
し
た
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
一
八

○
二
年
の
ア
ミ
ャ
ン
條
約
に
際
し
そ
の
海
外
の
侵
略
地
を
佛
図
に
返
遼
し
化
が
、
セ
ー
ロ
ン
脇
さ
ト
リ
’
一
ダ
ッ
ト
は
例
外

さ
し
て
領
有
し
て
ゐ
る
。
僻
に
術
時
に
於
て
は
、
將
來
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
そ
の
存
亡
も
不
明
で
あ
り
、
或
は
フ
ラ
ン
ス
側

に
側
い
て
英
閏
の
敵
ご
な
る
や
も
は
か
り
難
い
時
で
あ
つ
に
事
も
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

又
こ
の
後
、
コ
ミ
ッ
テ
イ
が
三
月
二
十
日
に
派
遥
軍
の
指
揮
官
に
手
紙
を
與
へ
て
軍
隊
上
陸
に
つ
い
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

又
こ
の
後
、
コ

「
我
等
の
援
助
の
小
川
を
現
在
か
く
も
重
要
な
ら
し
め
て
ゐ
ろ
原
囚
の
止
ん
だ
後
迄
も
、
こ
の
杣
蛇
地
を
保
持
せ
ん
さ

す
る
は
大
英
帝
國
の
意
向
ご
全
く
縁
述
い
も
の
で
あ
る
琶
云
ふ
事
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
響
約
す
る
事
・
」

を
説
い
て
ゐ
る
が
、
之
は
現
地
の
訓
態
に
唯
じ
、
且
つ
「
蚊
初
の
蚊
も
正
典
芯
日
的
は
軍
隊
上
陸
の
許
可
を
得
る
こ
さ
で

あ
る
。
而
し
て
こ
れ
さ
へ
川
來
れ
ぱ
他
の
凡
て
の
困
難
は
容
易
に
征
服
し
う
る
。
」
亡
云
っ
て
ゐ
る
袴
復
人
の
意
見
で
あ
っ

て
、
理
事
御
の
意
岡
が
か
く
純
潔
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
モ
ー
ル
ス
は
前
描
の
著
書
の
一
八
○
二
年
の
項
の
標
題

○
Ｏ

安
」
し
て
《
《
弓
胃
團
哩
瞳
〕
弓
言
⑦
貝
日
旨
画
。
画
。
菅
〕
宮
」
記
し
て
ゐ
る
が
、
英
剛
の
派
遥
軍
は
マ
カ
オ
の
保
謹
『
己
云
ふ
よ
り
は

◎
○

○
ｃ
Ｏ
０

０
Ｏ

寧
ろ
脅
威
で
あ
っ
た
。
マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
フ
ラ
ン
ス
の
脅
威
よ
り
も
英
剛
の
脅
威
を
身
近
に
感
じ
た
。
而
し
て

嘉
慶
年
川
の
英
脚
ｍ
澳
川
占
釧
に
つ
い
て
二
六
一

さ
の
交
渉
の
際
に

マ
カ
オ
を
英
閲
に
譲
り
受
け
こ
上
に
貿
易
上
の
一
蝶
鮎
を
築
か
ん
安
」
す
る
意
側
が
あ
つ
だ
事

１
１

『



一
一
一

Ｊ、到叱
替
亭一）
這
嘩
・
誉
「匡
猯一

○Ｐ
Ｈ。
”
叩一
ｋ
侭

γ
隆
些理「

〉
縛
山～
抑

・ノ“、
Ｑ
⑮
キ
｛一室

や巳・ タン雲ぺい、（蛆、

小ａ母

〕塵畢》一痔し‐

』一一箒ｅ

三母里，

蕊合や

Ｑ謎含

潅窯叩一

へざ』（尽）一一』

三くＧ

Ｍ一》．△へ坐媚

麹誼走 裂錦〃一〔つ

ムヘー雪辱一

叩楠封『

蒲一戸侭

剖三

二
J

△へ這舟蝿迄《華（も早哩雷辱普蒔鍼一一竿沁ｔ

“矢皇や梼韻Ｐ・－１』一一】帯溪ｗｌｌａ

，一”餐如やＳ耐二二夢〃帯藁一言吾睦心や』 △へ〃一Ｙ祷蕊。幻弓Ｓ冑Ｃｅ

淫↑今へヤ言〕）一投〃興篝Ｓ睦篝耐１吋一『。

Ｓ鶚髻ＳＳＪ・弓削旧導窪〃Ｌ挫壼“ 烏Ｓ熱催やｕ坤凋雪雲淨細や

ＯＫ当辿。窪卜涛やＰ榔幻崔幻、垣へｙ竿器

八當領踊逗夢〉辿国Ｑ態領叩く以擬‘！細

い鶴・罹・邦蕎恥に涛艮坪埜圭心理無幻逼滑

、や〉鱒〃旨冷ノー學潔幻鑿崖

掛》》Ⅷ一〃
議兵・当梶碧斗望玲菫ゼミリ。制

菫蝿，一催い〃心ＱＨ細菫士《叩蝿〉

韓国悔癌琴調卵娼窪認塞艶串錘蝉紳宰勢

肩隅程るざ型，幻雲埋黒豐’１皇やリー掌罰》Ｕ一

塞卜長封宝Ｓ帯ノヘさ飢匿○・二一一罹単淨剖豐

胃謀畏鵲Ｑｏけ”質へ．ｓ巡鴬侭哩 八い‐判

状Ｊ終Ｑ終豐判川命、三１。熟黒さ祷裡Ｒ

ａＡ剰鶴等辮当細〃得、箸。。、塗《さヨ、へ．

妬鶚篁Ｕ一Ⅱ終諜に洲鴇㎡Ｋ裡妨、襄・当負い

や翻呼講評睡圃Ｑ得旧［匡ふ埋制一曼 今ら‐希細』三－－‐、戸当心星檮廿，

妬制吾直

引鐸湘》｛‐誕恥地君》Ｆ当写偲謹や翼

，争窄１１幻

”畔一制一態・辮望部やヘリ無毒 ，ｚ宣迩誰（、ヨゴ剤ｙ蝿裡冨鶚転雲‐室‐言Ｑ

Ｈ加謝Ｎ辮雪時Ｐ狸、十暑儒銅窯く弓梢，蝿 ａ窯・Ｐノ、竺北迄、Ｐ節当韓伽〃揮心八 皿ｄ・糧憎長縛這Ｉ雪Ｊ轡ご拝Ｙ剖擬卜 Ｖ恥彗裡ＱＪ役剖細８割細貝豐言やｔ捜楡 。凪（ご（己ＪＫ幻暑裡呈至謹蒸縛匿心二諏縛〆

岬》鍔》麺一へ鍛非弾鐸一一率牽峰一部一雪迦鍔恥挙澤

》《封一鋤翻》号》》》》計》耐》》坪》》

Ｓ

Ｏ幻

１－‐函窪量渥仁・一に軍．割二三一ｅご余遂国制一噸

《》一判》滝』》》》坐悸》〃一塞牢》帯砕部

１

吋岸卦《岬一一》群》悶捨銅峠《》》》》鋤

ｏ

Ｊ

ＤＫく祗。ゴー〃呈謝や封川。Ｙ惠封、レー貿

型Ｍ岬兵制堂増量暑舟や以圏比Ｑ畏

三料

祁一》』杣一一幅唖一一恒叩一一恒



及
び
弓
色
ａ
○
吋
⑦
川
越
に
側
し
て
も
時
の
印
度
總
将
の
意
兄
に
反
耕
し
て
弧
硬
手
段
を
採
り
、
そ
の
鰯
に
、
途
に
商
称
の
皿
難

令
岨
の
命
に
よ
り
本
倒
に
招
遮
さ
・
れ
た
。
一
八
○
一
年
川
胤
に
は
ダ
ン
ダ
ス
の
ゞ
後
を
総
い
で
少
量
一
局
８
口
内
閣
の
ｍ
の
ｑ
①
冒
昌

具
切
目
訂
さ
『
君
胃
鈎
且
夢
①
ｏ
ｇ
Ｏ
己
⑦
、
と
な
っ
た
。
後
一
八
三
一
年
よ
り
一
八
二
〈
年
そ
の
死
去
す
る
迄
、
監
将
脳
の
總

栽
で
あ
っ
た
。
（
ロ
胃
一
○
口
胃
〕
○
由
ｚ
昌
○
巨
画
』
国
○
喝
号
匂
に
よ
る
。
〕
商
衡
の
班
郡
會
の
方
面
に
は
、
青
。
８
国
Ｏ
閏
ロ
ロ
口
①
↓

が
・
一
八
○
二
年
に
談
長
代
理
と
な
っ
て
”
心
る
ｃ
彼
は
一
七
九
七
年
、
一
七
九
八
年
に
は
談
長
を
つ
と
め
て
ゐ
た
。
（
シ
号
ｇ

冒
豊
四
．
ぐ
。
一
目
〉
石
，
勝
巴
。
一
八
○
一
年
賦
の
談
暹
は
派
か
小
生
は
未
だ
瞼
案
し
え
ず
に
ゐ
る
。
更
に
商
含
の
理
那
愈
方
面
に

は
岱
昨
○
冒
鳥
的
の
国
具
が
あ
っ
た
。
彼
は
一
八
○
川
年
、
皿
郡
愈
の
談
艇
代
理
。
一
八
○
五
年
談
握
、
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、

三
十
年
Ⅲ
皿
郡
を
務
め
、
三
川
淡
正
と
な
っ
て
ゐ
る
。
彼
は
二
十
世
紀
の
初
川
に
は
《
《
夢
①
『
①
画
岸
Ｐ
胃
○
雨
農
①
Ｈ
昌
一
①
『
の
具

讐
①
両
閉
弓
〕
号
⑦
ロ
］
靴
①
。
８
吋
＆
号
の
ロ
］
Ｈ
⑦
ｏ
８
３
ご
と
兄
ら
，
札
て
ゐ
た
。
彼
は
ベ
ン
ガ
ル
地
方
に
て
長
ら
く
商
命
必
丑
易
を

吹
接
監
椅
し
た
。
（
目
９
．
ｏ
南
Ｚ
員
○
コ
釦
』
国
○
ぬ
３
９
罵
言
．
吋
○
牌
⑦
罰
》
弓
彦
①
同
心
黒
月
旦
一
画
国
○
口
の
①
》
石
・
母
ら
・
グ
ラ
ン

ト
は
一
八
○
一
年
唖
は
理
郡
で
あ
る
が
彼
は
ダ
ン
ダ
ス
及
び
ボ
ー
ザ
ン
ヶ
ッ
ト
と
同
様
に
此
の
計
挫
の
鈴
否
、
如
何
に
附
せ
ず

注
側
す
侭
へ
き
人
物
を
忠
は
れ
る
。
唯
、
ホ
ー
バ
ー
ト
以
下
、
之
辱
の
人
物
が
、
此
の
計
誰
に
変
際
上
如
何
な
る
伽
き
を
な
し
た

る
か
は
、
在
料
の
之
を
明
ら
か
す
る
も
の
が
な
い
。

誰
二
〈
英
叫
涯
泄
姫
が
マ
カ
オ
沖
に
到
茄
の
際
、
そ
の
鰯
し
を
吹
束
の
セ
レ
ク
ト
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
は
受
取
っ
て
ゐ
る
。
（
冒
○
協
⑦
．

芦
ご
芦
Ｑ
》
口
。
“
『
①
〕

誰
一
七
旨
○
局
①
』
号
箆
】
で
ロ
』
甑
．
巴
・

註
一
八
私
は
此
の
協
雛
錐
切
の
企
慨
の
内
存
、
洲
子
よ
り
し
て
、
こ
の
「
Ⅱ
的
」
は
阿
片
災
易
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
ふ
疑
問
を
排

っ
。
モ
ー
ル
〆
に
よ
る
と
一
七
九
九
年
に
阿
叶
愛
易
の
紮
令
が
發
令
さ
れ
、
一
八
○
川
年
に
も
商
金
あ
阿
片
愛
易
に
州
す
る
Ⅲ

池
が
那
郡
念
や
特
寅
人
に
よ
っ
て
柿
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。
マ
カ
オ
は
杵
加
味
、
阿
肚
量
易
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
一
八
○
八
年
の
計

註
に
就
て
も
、
此
の
問
題
は
更
に
考
究
し
た
い
と
思
ふ
・

註
一
九
矢
野
仁
一
沖
士
は
、
一
八
○
八
年
の
ド
ル
ー
リ
ー
那
件
の
際
、
ゴ
ァ
の
總
椅
の
一
、
カ
オ
の
地
位
に
伽
す
る
老
へ
に
就
て
同
様

な
籾
祭
を
下
し
て
お
ら
れ
る
。
（
近
代
支
那
外
側
關
係
碑
究
凹
七
一
瓦
）
。

矢
野
坤
士
は
前
拙
の
若
永
畑
、
並
び
に
「
近
代
支
那
外
交
史
」
に
於
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
マ
カ
オ
械
雌
地
の
由
來
、
そ
の
地
位
、

鐸
嘉
慶
年
間
の
英
幽
の
澳
門
占
領
に
つ
い
て
一
二
合
一

1

’

1
】

伊
９

■
空



、

』

嘉
慶
七
年
（
一
八
○
二
年
）
の
事
件
に
開
し
て
は
、
更
に
そ
の
經
過
及
び
歴
史
的
影
響
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
且
つ

嘉
慶
十
三
年
の
事
件
こ
關
聯
し
て
槻
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
等
の
問
題
、
殊
に
錐
二
回
の
嘉
慶
十
三
年
の
事
件
の
内

容
に
開
し
て
は
尚
、
研
究
の
上
、
大
方
諸
先
輩
の
御
示
教
を
仰
ぎ
た
い
返
思
ふ
。

張
座
年
川
の
英
凹
の
澳
凹
占
械
に
つ
い
て
二
六
四

及
び
開
削
等
を
詳
述
さ
れ
て
ゐ
る
。
之
等
の
．
那
変
が
術
昨
の
英
閏
人
、
殊
に
英
本
四
人
に
よ
っ
て
、
ど
れ
だ
け
正
確
に
認
識
さ

れ
て
ゐ
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。

一
八
○
一
年
前
の
雌
近
の
マ
カ
オ
に
脱
す
る
英
人
の
糎
楽
と
し
て
、
前
述
の
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
支
那
沢
迩
に
側
す
る
ス
ト
ー
ト
ン
、

及
び
口
。
ハ
ー
ト
の
著
携
の
中
の
マ
カ
オ
に
州
す
る
記
述
を
あ
げ
る
郡
が
出
来
よ
う
。
雨
若
共
に
、
砲
○
時
目
的
月
の
①
冨
弓
］
８
ｑ
》

●

勺
○
『
日
唱
⑦
の
①
冒
閉
①
い
の
５
コ
の
の
紙
を
川
ひ
、
［
①
ロ
胃
①
に
就
て
は
少
し
も
飼
れ
て
ゐ
な
い
。
支
那
側
と
の
城
外
に
立
て
ら
れ
た

開
州
及
び
丈
那
の
砲
峯
も
○
宜
口
の
の
①
蔚
門
目
ｇ
ｑ
よ
り
勺
○
月
目
頭
屋
①
、
①
前
Ｈ
ｐ
８
ｑ
を
の
ｇ
胃
胃
①
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
上

る
關
附
及
び
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
兵
の
一
晩
屯
等
の
邪
疵
は
、
マ
カ
オ
の
地
位
の
認
識
を
瀧
ら
し
む
る
に
充
分
で
あ
る
。
雨
若
神
共
に
、

支
那
Ｗ
史
の
↓
、
カ
オ
に
於
け
る
政
治
上
の
椛
力
行
使
を
鮎
い
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
無
力
の
鯛
め
、
支
那
人
の

干
捗
を
受
け
、
そ
の
堆
初
に
許
さ
れ
て
ゐ
た
特
椛
を
失
ひ
つ
上
あ
る
、
と
云
ふ
が
如
き
印
象
を
識
者
は
受
け
る
で
あ
ら
う
。
・

一
八
○
八
年
の
ド
ル
ー
リ
ー
事
件
に
閥
し
て
少
ロ
ロ
ロ
呉
園
①
巳
の
蔚
吋
〔
扇
ｇ
】
回
思
ｅ
の
記
者
は
《
《
８
叩
①
ｏ
巨
司
①
夢
①
ｇ
の
印
の
‐

の
巴
○
口
○
南
面
○
再
こ
ぬ
ロ
⑦
Ｎ
の
の
⑦
算
行
目
目
①
口
庁
○
南
］
冨
酌
○
弾
○
局
○
吋
斤
毎
①
己
吋
〕
ロ
。
①
Ｈ
①
館
①
口
斤
〕
ロ
ロ
Ｑ
の
詞
竺
〕
①
‐
国
吋
岸
芦
の
ず
む
門
○
訂
ｏ
ｐ
Ｏ
ｐ
》
］
ロ

●
●

島
①
２
日
の
目
ｐ
ｐ
ｐ
ｇ
、
○
獄
ご
胃
二
］
①
巴
日
豊
胃
胃
昌
口
鴇
日
⑦
具
の
昌
冒
員
亀
受
口
言
包
訂
§
・
這
と
説
肌
し
て
ゐ
る
が
、
マ
デ

ー
ラ
腸
は
完
粂
な
ポ
ル
ト
ガ
ル
伽
で
あ
っ
た
。
一
八
○
一
年
、
マ
デ
ー
ラ
脇
と
マ
カ
オ
の
占
推
が
同
昨
に
企
て
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

英
叫
政
府
或
は
理
那
會
が
マ
カ
オ
を
マ
デ
ー
ラ
腸
と
同
様
に
見
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
唯
、
支
那
側
の
峡
認
或
は
不
干

捗
の
下
に
、
↓
、
デ
ー
ラ
腸
と
同
様
な
方
法
、
協
定
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
強
要
し
て
、
マ
カ
オ
を
も
占
蝶
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
ら

う
。
又
、
術
に
艇
来
の
符
寅
人
の
報
告
に
按
し
て
ゐ
る
理
那
含
、
及
び
↓
、
ド
ラ
ラ
長
術
の
經
験
あ
る
柑
昨
の
耶
務
、
杣
乢
地
大

臣
の
ホ
ー
バ
ー
ト
は
、
比
岐
的
よ
く
マ
カ
オ
の
邪
捕
に
通
じ
て
ゐ
た
と
恩
は
れ
る
。
然
し
來
乖
錐
嘉
慶
十
Ｎ
年
川
月
の
上
諭
に
、

○
○
○
○
○
○
○

「
諭
各
打
封
遜
大
史
。
守
士
北
共
半
五
。
：
・
・
英
古
利
閣
入
澳
占
推
三
鹿
砿
蕊
。
雌
向
係
西
商
人
防
守
所
設
。
仙
究
在
中
剛
地
而
。

○
○
つ
○
○
○
○
○

即
與
閲
入
内
境
無
異
。
」
と
あ
る
如
き
認
識
を
彼
蝶
に
要
求
す
る
の
は
無
瑚
で
あ
ら
う
。
？

五
、
後

記

【




